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低侵襲医療ツールの形状は，挿入性
や刺入性を良好にするため細径で円筒
形状であることが望まれます。そんな
円筒形状な医療ツールに超小型センサ
を搭載したり，様々な機能を付加する
ことで次世代の医療デバイスを実現で
きます。 私はMEMSと呼ばれる半導体
微細加工技術を平面基板だけでなく円
筒形状基板にも応用し，お役たち度の
高い低侵襲医療デバイスを実現したい
と考えております。 低侵襲医療デバイスの一例：体腔内MRIプローブ

（概念図（上），摘出ブタ血管の撮像結果（下））
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